
              
 

 ①目的 

   関連するテーマごとにグルーピングした複数の事務事業を、既存の新しい公共ガバナンス推進会議の考え

方も取り入れながら外部の有識者等が点検することで、個別事務事業ごとの点検では気付きにくい課題など

を明らかにし、事務事業の改善・見直しを図り、行政コストの改善及び施策の着実な推進につなげることを

目的とする。 

  

②点検対象 

当初予算における重点取組項目や市民の意向等を踏まえ、詳細点検を実施する約５００事業の中から、 

同じテーマにグルーピングされる事務事業を対象とする。 

（１テーマ５事業程度×２テーマ程度を想定） 

 

 

 

 

 

 ③点検の視点（主な論点）及び想定される効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④実施概要 

（実施時期）８月頃～ 

（実施手法）事業所管課と外部有識者が協議を行う。（１テーマ２時間程度×数回） 

（外部有識者）行政評価専門の学識経験者のほか、対象テーマの有識者などを想定 

（ そ の 他 ）外部有識者が専門的な見地から忌憚のない意見を出し、自由闊達に協議が実施できるよう、 

試行実施においては非公開とする。 

【協議結果への対応】 

事業所管課は、施策の着実な推進に向け、協議内容を踏まえ、事務事業の改善・見直しを図るとともに、

必要に応じて次年度当初予算要求に見直し内容を反映するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（１）目的 

   関連するテーマごとにグルーピングした複数の事務事業を、市民、ＮＰＯ法人、企業、学識などの多様な

視点から横断的に点検することで、個別事務事業ごとの点検では気付きにくい課題などを明らかにし、事務

事業の改善・見直しを図り、行政コストの改善及び施策の着実な推進、市民参画の進展につなげることを目

的とする。 

 

（２）実施概要 

（実施時期）８月頃～ 

（実施手法）公開の会議形式により実施する（１テーマ２時間程度×数回） 

（委員構成）学識経験者、市民活動団体に属する者、民間企業経営者、 

対象分野に識見を有する者、市民等 

 

（３）点検対象 

当初予算における重点取組項目や市民の意向等を踏まえ、点検を実施する事業の中から、同じテーマにグ

ルーピングされる事務事業を対象とする。 

（１テーマ５事業程度×２テーマ程度を想定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （４）点検の視点（主な論点）及び想定される効果 

 

 

 

 

 

 

 

☛ 多様な主体の役割分担や参画促進 

☛ 多様な主体の連携・協働による新たな取組・サービスの具体化 

 

 

 

 

（５）点検結果への対応 

事業所管課は、施策の着実な推進に向け、協議内容を踏まえ、事務事業の改善・見直しを図るとともに、

必要に応じて次年度当初予算要求に見直し内容を反映するものとする。 

 

 

１ これまでの取組状況と課題  

 

 

 
 （１）「事務事業の総点検」の実施経過 

   市の事務事業の継続的な改善・見直しと行政運営の透明化を 

目的に平成２３年度から「事務事業の総点検」を実施してきた。 

 

（２）平成３０年度における取組状況 

①１次点検（１，０４５事業） 

原則全ての事務事業を対象に事業所管課が１次点検を実施。 

☛ 詳細点検（約700事業）  ☛ 基礎点検（約300事業） 

      （法定義務経費等事業など） 

                

 

 

②２次点検（１５３事業） 

評価の質の向上と行政活動の改善・見直しの着実な推進を 

図ることを目的に、事業所管課での１次点検の結果を踏まえ、 

行革推進課と外部有識者が２次点検を実施。 

 

 

 

 

（１）区分別点検レベルの設定 

点検をより効果的・効率的に実施するため、下記の 

条件に基づき事務事業を区分し、区分ごとに点検レベルを 

設定のうえ、点検レベルに応じた点検を実施。 

※点検結果はいずれの区分についても公表 

 

点検レベル１：基礎点検（約300事業） 

・法定義務等で実施手法が特に限定されて 

いる事業や内部管理事業、単年度ごとの 

事業の改善・見直しがなじまない事業など 

 

点検レベル２：簡易点検（約200事業） 

・事業費が500万円未満の事務事業 

  

点検レベル３：詳細点検（約500事業） 

・マスタープラン後期実施計画掲載事業 

・事業費が500万円以上の事務事業 

 

 

（２）（仮称）テーマ型外部点検の実施（詳細は右頁参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①効率的な点検の実施 

事務事業評価を活用した事務事業の見直しが一定定着してきている中、より効果的・効率的に事務事業評

価を実施するため、対象事業を精査する必要がある。 

②施策推進に向けた評価制度の構築 

個別事務事業の改善・見直しに加え、施策を着実に推進するため、事務事業間の連携や行政資源の有効配

分等につながる新たな評価制度を構築することが求められている。 

（３）課題 

個別事務事業の改善・見直しに加え、事務事業間の連携や行政資源の有効配分等につなげるため、対象のテーマ

を設定し、関連する複数の事務事業をグルーピングのうえ、横断的に点検を実施する。 

なお、既存の「新しい公共ガバナンス推進会議」においても対象テーマを設定し議論を行っており、事務事業の

更なる改善・見直し及び新しい公共ガバナンスの推進に関し充実した議論を行うため、本会議を統合のうえ、効果

的・効率的に点検を実施する。 
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 個別点検（5～6月） 

（所管課） 

 

対象テーマを設定し 
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テーマ型外部点検（８月頃） 
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評価結果の反映 

事業の改善・見直し 

予算の重点化 

Do 

Action Plan 

４～３月 

Check ６月 

１０月頃 

１～２月 

外部評価 

有識者等による 

多彩な視点の確保 

事務事業評価 

対
象
事
業
選
定 

総点検シート公表（１０月頃） 

内部評価 

対象事業選定 

１次点検 

（各所管課） 

２次点検 

（行革推進課） 

「新しい公共ガバナンス推進

会議」と統合し、幅広い観点

から改善・見直しを推進 

３ （仮称）テーマ型外部点検の実施（試行実施） 

２ 平成３１年度における事務事業評価の見直し 

（１）目的 

    個別事務事業ごとの点検では気付きにくい課題などを明らかにし、事務事業のさらなる改善・見直し

を図るとともに新しい公共ガバナンスを推進することにより、施策の着実な推進及び行政コストの改善

を図ることを目的とする。 

 

（２）実施概要 

（実施時期）８月以降、２回程度 

（実施手法）事業所管局と委員が協議を行う（１テーマ２時間程度×２回程度）※公開実施 

（委員構成）学識経験者、市民活動団体に属する者、民間企業経営者、 

対象分野に識見を有する者、公募市民等 

 

（３）点検対象 

当初予算における重点取組項目や市民の提案等を参考に、新しい公共ガバナンスの考え方も踏まえな

がら、点検を実施する事業の中から、同じテーマにグルーピングされる事務事業を対象として選定。 

（１テーマ５事業程度×２テーマ程度を想定） 

（５）点検結果への対応 

事業所管課は、施策の着実な推進に向け、協議内容を踏まえ、事務事業の改善・見直しを図るとともに、

必要に応じて次年度当初予算要求に見直し内容を反映するものとする。 

 

都心地域の活性化 

対象事業 ・堺東駅南地区市街地再開発事業  ほか 

・中心市街地活性化支援事業   

施策 

＜対象テーマ（イメージ）＞ 

対象テーマ 

都心地域や各地域拠点の活性化 

対象テーマは、市民をはじめ庁内外から提案を募り、

外部の有識者からも意見を聴取したうえで、横串を

刺して横断的に点検が必要なものを選定する。 

（４）点検の視点（主な論点）及び想定される効果 

 

施策の着実な推進 

行政コストの改善 

 

【点検の主な視点】 

☛複数の事業を見た時に資源配分を見直す必要はないか。 

☛複数の事業を俯瞰的に見た時に改善が必要な事業はないか。 

☛テーマの達成に向け、不足（または重複）する事業はないか。 

☛多様な主体の役割分担のあり方や参画促進に向けた手法 

☛多様な主体の連携・協働による新たな取組等の可能性 

                         など 

事務事業の 

改善・見直し 

新しい公共 

ガバナンス 

推進 

②指標の分析 

③今後の方向性 

①基本情報 ①基本情報 

①基本情報 

②課題・改善策 

①基本情報 

②指標の分析 

①基本情報 

③今後の方向性 

テーマＡ 

（平成31年度）横断的に点検 （平成30年度）個別に点検 

事業Ａ 事業Ｂ 事業Ｃ 事業Ｅ 事業Ｄ 事業Ｅ 事業Ｄ 事業Ｃ 事業Ｂ 事業Ａ 

事務事業評価の見直しについて（案） 
平成３１年２月５日 

行革推進本部会議資料（資料４） 

 


